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Abstract : Japanese Culicoides were preliminarily arranged into groups, and the external struc-

tures of both sexes characteristic to each group were given.

Tropical Medicine, 19 (3-4), 169-176, December, 1977

熱帯医学　第19巻　第3・4号169－176簀，1977年12月 169

世界で9OO種あまりのCvtfcOt‘ねsが知られている

（Wirth et al・，1974）が，その亜属への分類は主とし

てアメリカ大陸の種に対してなされてきた．即ち，

Wirth＆Blant0n（1959）はパナマのCuliC0idesを5っ

の亜属にわけ，その中の4つの亜属を更に群に分類し

た．Vargas（196O）はそれらの群のいくつかを亜属に

昇格させて，アメリカ大陸のCも‘ttcotdgsに合計14の

亜属を認めた・一方，ヨーロッパ及びアフリカの坑道一

c。tdesについては，主としてアメリカ大陸の種に対し

て設けられた亜属に分類することに無理があるとし

て，群（Campbe11＆Pelham－C1inton，1959；Kha3

mala＆Kettle，1971）または群と亜群（Kremer，1965）

にわけ，亜属との関係が明らかな場合にのみその旨が

指摘された－最近になってGutsevich（1973）はソ連

の吸血性ヌカカのモノグラフにおいてC王上方oOt（tesを7

つの亜属に分類し，その1つの亜属Oeoactaを更に群，

亜群に分類した・彼の東属，群，東群とKremer（1965）

の群，亜群，またはCampbell＆Pelham－Clinton（1959）

やKhamala＆Kettle（1971）の群とは大筋のグルー

プわけではよく一致しているが，こまかい点ではかな

りのくい違いが見られる．

東洋区のC‡Jtto0tdesの亜属への分類の試みは，Del－

finad0（1961）やWirth＆Hubert（1961）などによっ

てなされたが，最近Wirth（1973〕は東洋区のoZJttcO3

tdgsの種のリストにおいて9つの亜属を採用し，更に

亜属未決定として多数の種をあげている．日本産の

仇旋Otd郎については，Kita0ka（1977）は南西諸島の

種に対してグループわけを試みた，日本全体には的60

種の仇旋Otetgsの分布が知られているが，更にかな

りの数の未記載，未記録の種が存在している．今後の

仇＃oOtdesの研究の発展にはゲル～プわけがどうして

も必要であると考え，日本産の仇＃oOtdgsの亜属，群

への分類を試み，それらのグループの特徴を示した，

このようなグループわけには推の外部生殖器の形態が

不可欠であるが，堆が未知の種類がかなりある．また，

記載だけで我々が標本を見ることができずにいる種類

も少数ながらある，従って，ここに示したグループわ

けは便宜的な面を多く含んでいて，今後日本を含めた
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世界におけるCv旋Ot（tgsの分類の研究が発展するに

伴なってかなりの変更も起るものと思われる・

成虫の形態的特徴に基づくグループわ桝ま，未成熟

期の特徴を加えることにより完全なものに近づき得

る．J0neS（1961）は，アメリカの13種の　OhliC0idesは

蛹の形態的特徴により亜属にわけ得ること，及びその

分類は成虫の形態に基づくものと一致することを報告

している・わが国のCvttcOt鹿sにおいては約2o種の

蛸が既知であるので，本論文では蛹の形態的特徴に基

づくグループわけの知見をとり入れてある・

なお，未記録種（＊）や新種と考えられる未報告種に

ついてもグループわけの中に含ましめた・

グループわけに重要な成虫の形態的特徴

麺．斑紋の状態は種の決定に欠かせない特徴である・

0eCaCta亜属のs曙nis群とC0m0si0Culatus群は斑紋を

全く欠く．斑紋のある種では，第2径室（cellR2）が

全く暗色かまたはその一部が自窪に含まれるかはグル

ープの特徴として重要である．亜属了ナtt加o。t血s，

A廿arttta，Cv放Ot鹿sでは第2径室の一部が白斑に含

まれる．

雌．両夜眼が相接しているか離れているかは重要な

特徴で，一般に超の第2径室の一部が白斑に含まれる

種では両複眼は相接しているが，これには例外がある．

15節からなる触角のどの節に先感覚孔（distalsensory

pits，antennalsensoria，olfactorypits）があるかは，

種の同定のみでなくグループへの分類にとっても重要

である・この先感覚孔の配列には個体変異があるが，

種またはグループでかなり一定したパターンを示す．

小顎肢（maxillaryPalp）の第3節の感覚毛が散布して

いるかまたは感覚孔（sens0rypit）に集中している

か，また感覚孔がある場合にはその形態が，種の同定

には極めて重要であり，グループの特徴としても重要

なことが少なくない・受精のう（spermatheCa）の数と

形はグループの分類にとって重要である．発達した受

精のうの数は，一般に7ケttゐgcOt（tesでは3つ，Avarttta，

CuliC0ides，0eCaCta　では2つ，Beltranmyia，Mbn0・

cv旋Ot（ゴビsでは1つであるが，痕跡的受精のう（rudi・

mentary spermatheca）が個体によって大きく発達し

ている場合がある・リング（ring）の有無も重要であ

るが，標本の作り方が悪いと見のがすおそれがある・

雄外部生殖器．第9腹節背振（9th tergite）複線の

側突起（1ateralprocess）の発達の程度はグループの

重要な特徴で仁亜属Avarttta，CvttcOtdgsではこれ

を欠くか極めて不完全にしか発達しない．第9腹節背

振復縁の中央部が攣入するか否かは種あるいはグルー

プの分類にしばしば用いられる特徴である．亜属

Auarttta，Cμ＃oOt鹿s　では攣入しないか，攣入しても

極めてわずかである．底節（basistyle）の腹突起

（ventralr00t）の形態は変化に富む．亜属　了ナitheC0i－

des，月ettra乃mツta　ではこれを欠くか極めて小さく；

AてJartttaでは非常に長い・亜属Oecaotaに属する種

の中には腹突起が特異な形を示すものもある．底節の

基部近くの内側に，仇〟oOt（ねsでは小剛毛を密生する

ことが多い．中央体（aedeagus）と陰葉（paramere）

の形態は種の特徴として重要であり，時にグループの

重要な特徴となることがある・

ゲループの特徴と日本産の種

1．亜属　Trithec0ides Wirth et Hubert，1959

．みIvith0TuX group：Khamala＆Kettle，1971・

麺・うすい斑紋がある．第2径室の→部または大部

分は白斑に含まれる・

雌・両複眼は長く相接する・触角の先感覚孔は3，

1ト15節にある・小顎肢は細長い；第3節の感覚毛は散

布し感覚孔はない．受精のうは3個が発達する；リン

グはある・

雄外部生殖3器．第9腹節背振複線の側突起はよく発

達する；復縁中央部は攣入する・底節の旗突起はない

か極めて小さい．中央体はⅤ字形乃至三角形で，中央

後端は突出し，その先はやや丸い・陰葉は小さくて単

純，先端に徴毛はない．

日本に分布する種

1・C－　humeTuliS Okada，1941ムナジロヌカカ

2・C．matSuEaWaiT0kunaga，195Oマツザワヌ

カカ

3．C・PaT蛹vesCensWirth etHubert，1959
4・C．Sp・（AMAMINo・1）

5・C．sp・（NAKANOSHIMA）
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東洋区に多数の種類が分布する・沖縄から，3個の

発達した受精のうを持つとして記載されたC．烏a慶一

nenSisMcD0nald，Bolinguit et Lu　は，雌の小顎肢

第3節に感覚孔があること，触角の先感覚孔が3－5，

7－9，1ト15節にあることなどから考えると，明ら

かに了ナttゐeoOt亡君郎ではない．普通は2個の発達した受

精のうを持つ種の中に，個体によっては痕跡的受精の

うが発達して合計3個の発達した受精のうを持つこと

が時に見られるが，C・烏ad用e乃s正　はそのような個体

に基づき新種として記載された可能性もある・4，5は

C，椚a缶vga弘一at　とごく近似した種類である・

2・亜属Ararよがa Fox，1955

0鮎Oletus group：Campbell＆Pelham－Clinton，

1959；Kremer，1965．

Pallid＊ennis group：Khamala＆Kettle，1971．

趨．うすい斑紋がある；趨膜上の剛毛は少なく主に

先端部にのみ分布する・第2径室町一部は白斑に含ま

れる・

雌・両複眼は相接する．触角の先感覚孔は普通3，

11－15節にある．小顎肢第3節の感覚毛は感覚孔に集中

する．受精のうは2個が発達し，1個が痕跡的；リン

グはある．

雄外部生殖器・第9腹節背板複線の側突起はないか，

または不完全に発達する；復縁中央部は攣入しない・

民節の腹突起は非常に長い．中央体の形はいろいろ・

陰葉の形は単純，普通先端に徴毛はない・

日本に分布する種

6・C．aCt0niSmith，1929オクマヌカカ

＝C．0kumensis Arnaud，1956

7・C．alb蛹SCia T0kunaga，1937フタオビヌカカ

8・C．bTVV車a砂isDelfinado，1961

＊9・C・bnvitalTis Kieffer，1917

＊10・C．Chi坤terus（Meigen，1830）チビヌカカ

11・C．PaV車unCtatus Kitaoka，1975

12．C．jaC云bs0niMacfie，1934キタオカヌカカ

＝C，kita0kaiT0kunaga，1955

13．C．maCulatus Shiraki，1913　シガヌカカ（ミ

ヤマヌカカ）

＝C．丘tt Tokunaga，1937

＝o．わOtロゼ乃正s Tokunaga，1937

＝C．stguenSiSTokunaga，1937

14．C・0bs0letus（Meigen，1818）ヌカカ

15・C・si乃an0ensisTokunaga，1937シナノヌカカ

16・C，sv富加丘tt Kitaoka，1973　スズキヌカカ
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17・C．t0baensisT0kunaga，1937トパヌカカ

18・C．t0乱，adenSis0kada，1941トワダヌカカ

19．C・Sp．（MIKURA No．3）

20．C．sp．（ONODA）

21・C．sp．（TANZAWA）

上記ではo，丘tt，毎Otロビ柁sts，stga用stsを一応椚a仁一

vtatvsのシノニムとして取り扱ったが，今後更に検討

する必要がある・19は口器が退化しo・OあsOtetvsに，

2oはC・o最中t訂vsに，21は大型の種でC・椚acvtatvs

に近似する・

3．亜属CzLEiC0ides Latreille，1809

Pulicaris gr0up：Campbell＆Pelham－Clinton・

1959；Kremer，1965．

麹．斑紋がある・第2径室の一部または大部分は白

斑に含まれる・

雌．両複眼は相接する．触角の先感覚孔は3，1ト15

節にあり，さらに5，7，9節にもあることがある・

小顎肢第3節の感覚毛は散布するか感覚孔に集中す

る・受精のうは2個が発達し，1個が痕跡的；リング

はある．

雄外部生殖器．第9腹節背振経線の側突起はないか

痕跡的；復縁中央部は攣入しないか，わずかに攣入す

る・底節の基部近くの内側に多数の小剛毛を密生する；

腹突起はないかまたは大変小さい・中央体はⅤ字形乃

至三角形で，中央後端は細く突出することがある・陰

葉の基部は外方に突出し，後方先端は細くなり数毛を

具える・

日本に分布する種

22，C．amamienSis Tokunaga，1937アマミヌカカ

（オオシマフカカ）

23・C・ateT・inerviS T0kunaga，1937キモンヌカカ

24・C．dubiusArnaud，1956オオモンヌカカ（ク

マヌカカ）

25，C．lungchiensisChen et Tsai，1962

＝C．m廓rtiC申s Kitaoka，1973

26．C．matao′即Macfie，1937マレーヌカカ

27・C－n軸0nensis Tokunaga，1955　ニッポンヌカ

カ

28．C．0hm0riiTakahashi，1958　オオモリヌカカ

29．C－PeT嗜rinus Kieffer，1910

3o．C．卯肋arts（L．，1758）ヨーロッパヌカカ

31・C．punCtatus（Meigen，1804，）

32．C・SP．（AMAMIN0．2）

Wirth＆Blanton（1959）やDelfinado（1961）は，
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亜属ガ肋a扇aが亜属Cμ旋。t壷sと異なる点とし

て，麺のM4室の基部またはM，，M巳，M3．．，Cu一脈

の先端の何れかが白色であることをあげた（亜属

CuliC0idesでは何れも陪色）．一方Wirth（1973）は東

洋区の　Cv旋Otdgs属の種のリストの中で，亜属

Cv旋Ot（ねsと亜属ガ肋a門taは区別できないとして

すべてを亜属Cvtt印t壷sに含ませた．ここではその意

見に従い，亜属仇紋Ot鹿sを広い意味に解釈した・

なお，C・メ糊ttcartsが日本に分布するかどかかにつ

いては今後の検討が必要である・28はo・a椚a椚te那ts

の亜種として記載されたが独立種として区別され得る

特徴を持つ・32はC，atert那r扉sにごく近似した種類

である・

4・亜属OgCaCta Poey，l851

麺・斑紋はあるかまたはない．第2径室は陪色（稀

に先端のみ白斑に含まれることがある〕．

雌・両複眼は普通離れる・触角の先感覚孔の位置は

いろいろ．小顎肢第3節の感覚毛は感覚孔に集中する

ことが多い・受精のうは普通2個が発達する；痕跡的

受精のうはないことがある；リングはないことがある．

雄外部生殖器・第9腹節背板の側突起はよく発達す

る；復縁中央部は攣入することが多い・底節の腹突起

はよく発達することが多く，時に特異な形を呈する・

中央体及び陰葉の形はいろいろ．

亜属Oecaotaは一般に趨の第2径室が暗色で2個の

発達した受精のうを持つグループであるが，かなり異

質な種がこれにまとめられている・アメリカ大陸の種

に対しては，従来の亜属Ogcaotaを狭く解釈し，大多

数の種を亜属Haemat0myidiumGoeldi，19O5に入れ，

更にいくつかの新亜属が提唱された（Vargas，196O）・

Wirth（1973）も東洋区のCuliC0ideS属の種のリスト

の中でOeoaotaを狭く解釈し，多数の種を亜属未決定

とした．ここではDelfinado（1961），Gutsevich（1973）

などに従い，Oecactaを広い意味で用いた．

Gutsevich（1973）はこの亜属0eCaCtaを5つの群に

わけ，更にその中の〆ct中細乃ts群とug∬a氾s群をそれ

ぞれ4つの亜群にわけたが，これらの亜群はかなり人

為的なものである．ここでは残りの3つの群¢oゐvttggt，

st椚t払及び．再sc車e托柁ね）を採用し，その他は日本産

の種に基づき9つの群に分類した．

a）鋸鳳扉ね扇群

sChultEeigroup：Gutsevich，1973；Khamala　＆

Kett1e，1971・

趨・はっきりした斑紋がある・

雌・触角の先感覚孔は3，8，1O節にある・小顎肢第

3節の感覚毛は感覚孔に集中する．受精のうは2個が

発達し，1個が痕跡的；リングはある．

雄外部生殖器．底節の腹突起は巾が広くナイフ形．

中央体の先端は長方形・陰葉は先に向って細くなる．

日本に分布する種

33・C．sChultEei（Endedein，1908）ウシヌカカ

＝C．0EySt0ma Kieff占r，1910

b）屠tmtt由群

similis gr0up：Gutsevich，1973；Khamala　＆

Kettle，1971．

aCCraenSiSgroup：Kremer，1965，

麺．はっきりしたま紅綬がある．

雌．触角の先感覚孔は3，831o節にあり，時に7節に

も，稀に4－6節にもある・小顎肢第3節の感覚毛は感

覚孔に集中する・受精のうは2個が発達し，1個が痕

跡的；リングはある．

雄外部生殖器．底節の腹突起は足首形．陰葉の先端

に櫛歯状の突起がある・

日本に分布する種

34．C．Clav車a砂iS Mukerji，1931

35．C・emiTuiKono et Takahasi，1940ェゾヌカ

カ

36・C．nibleyiHubert et Wirth，1962ニプレイヌ

カカ

C．乃t朗■印tの雄は未知であるが，雌の触角の先感覚

孔が3，8－1O節にあり，また超のR5室の白斑の状態が

C．訂扇元正に似ているので便宜的にここに含ませた・

しかし，これらの特徴はC．soゐvttggtにも似ている

ので，sc鬼μ鮎r言辞に属するのかもしれない．C．otaてJt

タa砂tsをこの群に入れたのは，雄外部生殖器の陰葉の

先端の櫛歯状突起，雌の触角の先感覚孔の位置（3，

7．1o節にある），超のR5室の白斑の状態などに基づ

くが，雌の両複眼が長く相接する特異な種である．

亡）丘抽v押印烏砧群

0dibiHSgr0up：Campbell＆PelhamTC1int0n，1959・

cubitalisSubgr。up0fpicti？ennisgroup：Gutsevich，

1973．

麹．うすい斑紋がある．膜面上の剛毛は全体にわた

って分布する．

雌．触角の先感覚孔は3－15節または3，5，7，9，

11－15節にあることが多い；13315節には常にある，小

顎肢第3節は大きくふくらみ，浅く極めて大きい感覚

孔に感覚毛が集中する・受精のうは2個が発達し，1

個が痕跡的；リングはある・

t
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雄外部生殖器．第9腹節背振復縁の側突起はよく発

達する；復縁中央部は攣入する・底節の腹突起は短か

い．中央体の中央後端は巾広く突出し，先は丸い・陰

葉の基端は膨大し，先端は糸状になる．

日本に分布する種

37・C・arnaudiHubert et Wirth，1962　アーノド

ヌカカ

38・C．kadenenSis McD0nald，Bolinguit et Lu，

1973　カデナヌカカ

39・C・kibunenSis Tokunaga，1937キプネヌカカ

＝C．p0nkikiriK0nO et Takahasi，1940

＝C，sttt乃Oゐe乃stsOkada，1941

4O．C．piCtimaTP Tokuna官a et Shogaki，1953

41．C．t0h0kuensisOkada，1941トウホクヌカカ

42・o．tOs揖O烏atKita0ka，1975トシオカヌカカ

43．C．verb0susTokunaga，1937

＝C，ツaピッame耶tsKitaoka，1975

上記の種の中で，C・烏tあv乃ビ乃sts　とそのシノニムに

ついては今後の検討が必要である・今までにC．鮎あv，

柁g耶tsの原記載と完全に－一致する標本は得られてい

ないので，ここではArnaud（1956）に従いC－P0n一

点t烏trtとC・sttt乃OJは那tsをそのシノニムとして取り扱

った・C・烏ad用e耶tsは3個の発達した受精のうを持

つ種として記載されたが，前述のように．THtゐeoOtdgs

亜属とは明らかに異なるので，他の特徴から便宜的に

この群に含ませた．Okada（1954）はo・VerみOs乙Jsと

して堆を記載したが，C・乃agaゐa乃atの誤同定のよう

である，またC・ptctt〝7argO　と　C．Odtあt損　の関係

については今後の検討にまちたい．

d）d紬dr叩心血＝宙群

麹．はっきりした斑紋がある；M2脈に丸い白斑が

ある，

雌．触角の先感覚孔は3，1ト15節または3－1o，12－15

節にある．小顎肢第3節の感覚毛は感覚孔に集中する．

受精のうは2個が発達し1個が痕跡的；リングはある・

雄外部生殖器・第9腹節背栃復縁の側突起はよく発

達する；復縁中央部は攣入する．底節の鹿賀起はよく

発達し，先は尖る．中央体はほぼ三角形，先端は丸い．

陰葉の基端は膨大し，先端は糸状となって曲る・

日本に分布する種

44・C．dendr坤hilusAmos0Va，1957リースヌカカ

＝C．reesiBull0Ck etAkiyama，1959

45・C．trtOm。te乃sts Kita01姐，1975

この群はアメリカの亜属Gga舛tr脚叩tal屯瑠asに

近縁である．日本産の何れも幼虫は樹洞などに発生す

る．

e）亡ta甜t群

麺．うすい斑紋がある・

雌，触角の先感覚孔は3314節にあることが多い；常

に14節には数個の先感覚孔があるが，15節には全くな

い．小顎肢第3節の感覚毛は感覚孔に集中する．受精

のうは2個が発達し，1個が痕跡的であるが，リング

はない・

雄外部生殖器．第9旗節背振複線の側突起は太くほ

ぼ三角形；復縁中央部はわずかに攣入するか，全く攣

入しない．底節の腹突起はほとんど発達しないか，極

めて細く針状．中央体はほぼ三角形で，後方の突出部

は大変短かくて太い，その先端はたち切れる・陰葉の

基部は外側に向ってほぼ直角に曲り，その先端は膨大

する・

日本に分布する種

46・C・ClaggiTokunaga）1959　タラッグヌカカ

47・C－k0mienSis McD0nald，Bolinguit et Lu，

1973

4呂・C．0kina乱，enSis Arnaud，1956オキナワヌカカ

49．C．wakuenSis McDonald，Bolingult et Lu，

1973　ワクガワヌカカ

＝C・Chaet0CeHaris kita0ka，1973

50．C．sp．（NIIGATA）

51・C．sp．（TSUSHIMA）

上記の種q）中でC．Claggi，C．sp．（NIIGATA）

及びC・Sp・（TSUSHIMA）では，咽喉ポンプの外壁

に多数の小点刻を有する．C．ClaBgiとC．sp・（TSU－

SHIMA）の雄は未知であるが，雌の触角の先感覚孔

の分布，咽喉ポンプの外壁に小点刻を有することなど

からこの群に分類した．フィリッピンから記載された

たC・PamPangenSisDelfinad0　は明らかにこの群に

属する．

f）mtdOr紬宙由群

麹．斑紋がある．

雌．触角の先感覚孔は3，13－15節にある・受精のう

は2個が発達し，1個が痕跡的であるが，リングはな

い・°器は退化する・

雄外部生殖器・第9腹節背仮復縁の側突起はよく発

達する．底節の腹突起は長い・中央体の後方の突出部

はほぼ三角形で，先は丸い・陰葉の基部は膨大し，後

端は太く，櫛歯状の突起がある．

日本に分布する種

52・C・mid0rensis Arnaud，1956　ミドロ3ヌカカ

京都の探泥ケ弛からのみ知られる・
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g）几aga九α花a王群

麺．はっきりした斑紋がある．

雌．触角の先感孔は3，7，9315節にある．小顎肢第

3節は大きくふくらみ，極めて大きく浅い感覚孔に感

覚毛が集中する・受精のうは2個が発達し，1個が痕

跡的；大きなリングがある・

雄外部生殖器．第9腹節背坂複線の側突起は小さ

い；復縁中央部はほとんど攣入しない．底節の腹突起

はよく発達し，足首形．中央体は後方に突出し，先端

はたち切れる・陰葉の基端は膨大し，先端は曲って太

く，櫛歯状の突起がある．

日本に分布する種

53．C．nagahanaiTokunaga，1956ナガハナヌカカ

＝C．mihensis Arnaud，1956

h）富a托t几紬磨砧群

趨．斑紋がある．

雌・触角の先感覚孔の分布はいろいろ．小顎肢第3

節の感覚毛は散布するか，浅い感覚孔に集中する．受

精のうは2個が発達し，1個が痕跡的；リ　ングはあ

る・

雄外部生殖器・第9腹節背振復縁の側突起は発達す

る；復縁中央部はわずかに攣入する．底節の腹突起は

ほとんど発達しない・中央体はほぼ三角形で，後方の

突出部は短かく太い，その先端はたち切れる・陰葉の

先端部は後方に向って細くなり尖る・

日本に分布する種

54．C．l0ngidens Arnaud，1956

＝C．pauCidentatus Kitaoka，1973

55．C．saninenSisTokunaga，1956サンインヌカカ

＝C・申aCtius Arnaud，1956

＝C・litus Arnaud，1956

56・C．subdubiuSTokunaga，1962

この中のC・s‡上古血鋸vsは雄が未知であるが，雌の

触角15節に先感覚孔がないこと，小顎肢第3節の感覚

毛が散布することや，超の斑紋の状態が　o・sa花t和一

錯扇sに似ているので，便宜的にこの群に入れた・

i）宙a紬王群

麹．うすい斑紋がある．

雌．触角の先感覚孔は3－1o，12，14節にある・小顎

肢第3節の感覚毛は深い感覚孔の中にある・受精のう

は2個が発達し，1個が痕跡的であるがリ　ングはな

し、．

雄外部生殖器・第9腹節背振復縁の側突起は小さ

い；復縁中央部は攣入しない・底節の旗突起は長い．

中央体は後方に広く突出し，その先端は3つにわかれ

る；ほぼ中央の両側には1対の突起がある，陰葉の後

端には櫛歯状の突起がある．

日本に分布する種

57，C・sasaiKita0ka，1975　ササヌカカ

j）鋤拍如加壷群

jhsC車enniSgroup：Campbell＆　Pelham，Clinton，

1959；Gutsevich，1973；Kremer，1965．

親，先端の1／3には斑紋がない・

雌．触角の先感覚孔は3，1ト15節にある・小顎肢

第3節の感覚毛は感覚孔に集中するが，感覚孔は2～3

個にわかれていることがある・受精のうは2個が発達

し，1個が痕跡的；リングはある・

雄外部生殖器．第9腹節背板復縁の側突起は発達す

る；復縁中央部は攣入する．底節の腹突起は長い・中

央体の後端は太く突出する．陰其の基部は外側に向っ

てほぼ直角に曲り，更にその基端は前方に向ってほぼ

直角に短かく曲る．

日本に分布する種

58．C・Sp・（MIKURA N0．2）

この群はKhamala＆Kettle（1971）のStelT0raT．iuS

groupと近縁のものである．

k）印卯壷群

segniSgroup：Campbell＆Pelham，Clint0n，1959・

segniSSubgroup ofthe first group：Kremer，

1965．

minutissimuS Subgr0up of the first gr0up：

Kremer，1965．

親・斑紋は全くなく暗色・

雌・触角の先感覚孔の位置はいろいろ，小顎肢第3

節の感覚毛は感覚孔に集中する．受精のうは2個が発

達し，1個が痕跡的；リングは種類によってある場合

とない場合がある・

雄外部生殖器．第9腹節背板復縁の側突起はよく発

達する；復縁中央部は攣入しない．底節の腹突起は太

く長い．中央体の後方突起は極めて短かい；基部は前

方両側方へ大きく円弧状に曲る．1対の陰葉は広く離

れて位置し，後方先端は曲ってその先に長い毛があ

ることがある・

日本に分布する種

59・C．cTuss＊ilosusTokunaga，1937ケプカヌカカ

＝C．占attfJs Arnaud，1956

6O．C・0m0騨乃sisArnaud，1956オモゴウヌカカ

61．C．sp．（NUKABIRA No．2）

62・C．sp．（OKINOSHIMA）

この群はGut＄eVich（1973）の　UeXanS gr0upの



minutiSsimussubgroupに概ね一致するが，彼は麺に

斑紋のないvビュa乃sgroupを雌のみの特徴を用いて

Subgroupにわけているために，他群の種類もこれに

含めている・Khamala＆Kettle（1959）はin0r．

nat車eTlnis groupを　Campbell＆　Pelham3Clinton

（1959）のs曙扇sgroupに当るとしたが，雄外部生殖

器の形態や雌触角の先感覚孔の分布からみて，むしろ

heliqi）hilus gr0up　に近いように思われる．Arnaud

（1956）はC．古attvsを新種として記載したが，Toku－

naga（1962）はこれをC．Crass車ilosusのシノニムと

しているので，ここでは一応これに従った・しかし，

Tokunaga（1960）がC．CT・asSii，il0sus　として北海道

産の標本に基づき再記載したものは全く別の種類で，

C．sp・（NUKABIRA No．2）に当る．現在のと

ころ本当のC・oras坤ttOs㌔がどのような種か不明で

あり，あるいは　C・SP．（0KINOSHIMA）がC．

onユss車言わsvsであり，C・占attvsがC．crass≠〆tOsvsと

は違う独立種であるのかもしれない・

l）COm朋tO¢μ血tμ眉群

Chaetqi）hthabnussubgr0up0f ve∬ans group：

Gutsevich，1973・

Chaet申hthalmussubgrouP0f the first group：

Kremer，1965・

趨．斑紋は全くなく暗色．

雌．複眼の個限間に剛毛がある．触角の先感覚孔の

位置はいろいろ．小顎肢第3節の感覚毛は感覚孔に集

中する．受精のうは2個が発達し，1個が痕跡的；リ

ングはある．

雄外部生殖器．第9腹節背板復縁の側突起は短か

い；稜線中央部は攣入する．底節の腹突起はほとんど

発達しない．中央体の後端突出部の先は丸い．1対の

陰葉は太く，後方に向ってゆるやかに細くなる，

日本に分布する種

63．C．C0m0si0CulatusTokunaga，1956　タロミヤ

マヌカカ

＝C．chaet坤hthalmus Amosova，1957

64・C－t0ku乃agaiArnaud，1956

65－C・Sp・（NUKABIRA N0・1）

m）亡九αraかaeμ占群

麺・斑紋は全くなく晴色；第2径室は大変大きい．

雌．両複眼間は長く相接する．触角の先感覚孔は3，

9－14節にある．小顎肢第3節の感覚毛は大きく浅い感

覚孔に集中する．受精のうは1個が発達し，1個が痕

跡的；大変大きなリングがある・

日本に分布する種

66・C・CharadTueus Arnaud，1956
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雌の両複眼問は長く相接し，腹部に大きなリングが

ある等特異な特徴を持つ種である・堆が発見されるま

で他の群との類縁関係はわからないが，ここでは便宜

的にOビoaCta亜属の1つの群として扱った．

5－亜属BCEtran町iaVargas，1953

肋むerehelea Wirth et Hubert，1961

麺・膜面には剛毛が多く，薄い斑紋がある．第2径

宝は暗色・

雌．両複眼は離れる・触角の先感覚孔は3315節にあ

るが，しばしば数節にこれを欠く・小顎肢第3節の感

覚毛は感覚孔に集中する・受精のうは1個が発達する

のみで，痕跡的受精のうもリングもない（但し　C・

tactOcOta　には小さな痕跡的受精のうがある）．

雄外部生殖器．第9腹節背板複線の側突起はよく発

達する；複線中央部は攣入する（但しC．ara烏aてvae

では攣入しない〕・底節の腹突起は小さいかまたはな

い・中央体は摸方に太く突出し，先端は丸いことが多

い．陰葉は先端が細く糸状となり曲る・

日本に分布する種

67．C・arakawae（Arakawa，191o）ニワトリヌカ

カ

68．C．CircumsCrゆtus Kieffer，1918インヌカカ

69．C－j（坤0niCus Arnaud，1956ヤマトヌカカ

70．C・t0yamaT・uae Arnaud，1956トヤマルヌカカ

71－　C3laCi0C0la Arnaud，1956

小さな痕跡的受精のうがある点でo．taotOoOtaは特

異である；堆が発見されれば他のグループに移ること

になるかもしれない・Wirth　＆　Hubert（1961）はC．

ara烏a粗・agに対し新鹿属几免碑re如由aを設置した

が，蛹の形態では67，68で著しい特徴の差が認められ

ない・

6・亜属肋J川Cμt正Otdeg Khalaf，1954

担・白っぼい地に暗色の斑紋がある・第2径室は暗

色．

雌．両複眼は広く離れる．触角の先感覚孔は3，呂－1O

節に，稀に6，7節にもある・小顎肢第3節の感覚毛は

浅い感覚孔に集中する；感覚孔は数個にわかれること

がある・1個の不規則な形の受精のうがあるだけで，

痕跡的受精のうもリングもない；受精のうの開口部は

大きい．

雄外部生殖器・第9腹節背板復縁の側突起は長い；

複線中央部は攣入する．底節の腹突起は短かい．中央

体の先端は2つにわかれる．左右の陰葉は融合する．

日本に分布する種

72．C．h0m0t0mus Kieffer，1921セマダラヌカカ
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